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　岡山から国道180号線で西に向けて行くと岡山市一宮の砂川に架かった小松橋の西詰めに割石積みされ
た基壇の上に、自然石の正面に大きく「大覚大僧正道」、右脇に「是より北五町」、左脇に「昭和七年八月
施主三宅 」と刻まれた道標が建っている。標石の高さ138cm、幅（最大）70cm、厚さ（最大）30cmの
山石（花崗岩）である。�
　国道180号線から分かれて、砂川の堤防上の道を奥に入ると大覚寺があり、この道標は、そこへ参詣す
る者のために建てたしるべ石であった。大覚寺は、大覚大僧正の直筆と称せられる御題目石（他には和気
町法泉寺、岡山市曹源寺大光院、清音村軽部大覚寺）を本尊としたお寺で、日蓮宗の御題目「南無妙法蓮
華経」の文字が刻まれている。ちなみに岡山市曹源寺大光院、清音村軽部大覚寺の御題目石は岡山県指定
重要文化財に指定されている。�
　大覚大僧正は、南北朝のころの高僧で、備前や備中南部・備後に初めて日蓮の教義を広めた京都妙顕寺
二世妙実のことである。大覚大僧正が備前に最初に入ったのは旭川河口の御野郡浜野村（現岡山市浜野）
で、この地の南朝方の豪族多田氏の帰依を受けて松寿寺を創建
したことをもって備前法華の始まりとされている。また、港の
地である牛窓に日蓮宗のお寺ができたのは、大覚大僧正が西国
に下向する途中に海路牛窓に立ち寄って、この地の豪族石原氏
の帰依を得て、法華堂を建てたのがきっかけとされ、のちに経
王山本蓮寺と命名される。岡山県内でも、大覚大僧正が開創し
たと伝える寺院は30カ寺を超える。　�
　今回紹介した「大覚大僧正道」という道標は、大覚大僧正が
日蓮宗を西国に広めたという現在に伝える証しのひとつであろ
う。�
【参考文献】「岡山の道しるべ」（岡山文庫70）巖津政右衛門
著　日本文教出版　1976　「岡山の宗教」（岡山文庫51） 長光
徳和著　日本文教出版　1973　「岡山の神社仏閣」（岡山文庫
82）市川俊介著　日本文教出版　1978　「岡山県の歴史」（県
史33）藤井学他　山川出版社�
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　郷土資料室はみなさんの調査・研究をサポー

トするだけではなく、様々な質問も受け付けて

います。質問の回答を作るために資料を丹念に

調べますが、調べる過程で「おや？」と思うよ

うなことがよくあります。�

　事例を１つ挙げてみましょう。�
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　「人見絹枝が母校（岡山高等女学校）で在校

生にコーチをしている写真がある。資料によっ

て日付が異なっているが、どれが本当か？」と

いう質問がありました。�

　資料を探してみると確かにグラウンドで在校

生と一緒に走っている人見絹枝の写真が見つか

りました。が、資料によって日付が大正15年

（1926）９月29日だったり、昭和３年（1928）

５月25日だったり……。これは変だぞ。�

　そこで当時の新聞を調べて、人見絹枝の帰岡

した際の足取りを追ってみることにしました。�

・大正15年9月29日（9月30日付朝刊）�
　　午後６時47分　　岡山駅着の列車で凱旋。�

　　　　　　　　　　新聞・報道各社を歴訪。�

　　午後８時過ぎ　　三好野花壇で母校岡山高

等女学校の歓迎会に臨席。�

　　午後９時過ぎ　　閉会。三好野花壇で１泊。

実家へは帰らず。�

・大正15年9月30日（10月1日付朝刊）�
　　午前９時　　　　母校に到着。�

　　午前９時30分　　母校にて約1時間の講演。�

　　　　　　　　　　講演終了後、自動車で岡

山駅へ。駅長室で小憩。�

　　午前11時50分　　急行列車で大阪へ。�

（『山陽新報』より作成）�
�

　どうでしょう。大正15年の日程では人見絹枝

が在校生をコーチすることは、時間的に厳しい

気がしませんか？　次は昭和３年の日程です。�

・昭和3年5月24日（5月25日付夕刊）�
　　午前11時着の列車で帰岡。�

　　新聞社などを訪ねた後、母校の送別会に臨

席。�

・昭和3年5月25日（5月25日付夕刊）�
　　午前11時の列車で大阪へ帰る予定。�

（『山陽新報』より作成）�
�

　昭和３年の日程では５月24日の午後と25日の

午前中に時間的な余裕がありそうです。�

　５月25日朝刊を見ると、質問と全く同じ写真

が掲載されていました（記事は無し）。�

　新聞には普通前日の出来事が載るよなぁ……。�

�
　写真に目を向けてみると、観衆が傘を差して

いることがわかります。そこで当時の天気を調

べてみることにしました。�
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　さあ、みなさんはどう思われましたか。�
�

　資料は私たちに様々な情報を与えてくれます

が、全てが正しい情報ばかりとは限りません。�

　みなさん、郷土資料をどんどん活用して「岡
山博士」になってみませんか？�

郷　土　資　料　室�

（山陽新聞社提供）�

郷土資料のコピー制限について�
�

　郷土資料室の貴重な資料を後世にに伝え

ていくために、和本・戦前の地図などのコ

ピー制限をしています。�

　利用者の方へはご趣旨を、ご理解くださ

ればと思います。�

　なお、写真撮影の許可は「撮影許可申請

書」の提出が必要となります。その場合、

印鑑が必要となりますのでご用意ください。�

『岡山県気象六十年報』　岡山測候所編　1953
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大賀ハス�
　（後楽園）�

　大賀一郎は、1883年（明治16年）賀陽郡庭瀬村
大字川入（現在岡山市）に生まれた。�
　1901年（明治34年）岡山中学校を卒業したが、
チフスに罹り進学を断念する。回復後に母校岡山
高等小学校で３年生の授業を受け持った。1902年
（明治35年）岡山基督教会で宣教師ペギー師によ
り受洗入会する。９月に第一高等学校二部に入学
する。内村鑑三宅へ聖書講義を受講しに行くよう
になるのは高等学校へ入学してからである。�
　第一高等学校卒業後、東京帝国大学理科大学植
物学科に入学する。1909年（明治42年）大学を卒
業し、大学院へ入学する。卒業論文は「アサガオ
の細胞学的研究」であった。大学院での専攻は植
物細胞学で、ハスについての研究がスタートした
のである。�
　1910年（明治43年）第八高等学校講師に任ぜら
れ、名古屋に赴任する。翌年、内村鑑三夫妻が媒
酌人となって塩尻うたと結婚した。この年に第八
高等学校教授（生物学）となる。1917年（大正６
年）南満州鉄道株式会社の教育研究所に転任し、
大連に赴いた。�
　この満州で一郎は南満州フランテン泥炭地から
古ハスの実を採集し、研究することになる。南満
州鉄道株式会社の命により、米国のボルチモアに
あるジョンスホプキンス大学に留学した。米国で
は植物生理生態学の研究のほかにフランテン出土
の古ハスの実の研究を続けた。米国の新聞に
「500年生きた古いハスの実の発芽に成功」と報
道されたことにより、米国で大いにもてはやされ、
ボイス・トムソン植物研究所に招かれたりもした。
ヨーロッパ諸国を歴訪し、1926年（大正15年）大
連に帰った。そして奉天に居を移し、奉天教育専
門学校で教鞭をとることになる。1927年（昭和２

年）には「南満州フランテン産の生存古蓮実の研
究」により東京帝国大学から理学博士の学位を授
けられる。論文の要旨はフランテン産の古ハスの
実は過去において100年～4・500年の寿命を持っ
ている世界最長寿の実であり、将来なお、2,500
年は生存すると予言し、その理由を明らかにした
ものであった。�
　満州事変が起きると、翌年には東京へ帰った。
東京へ帰ってからは、東京女子大学、東京農林専
門学校、関東学院大学などで講義を行う一方「当
麻曼荼羅」の研究、ハスの開花音の有無の実験な
どを行った。1951年（昭和26年）千葉県検見川の
泥炭層から約2,000年前の古ハスの実の最初の１
粒を得た。この年の５月にはこの古ハスの実が発
芽し、翌年には開花する。このハスが二千年ハス
（大賀ハス）である。シカゴ大学原子核研究所
W.F.リビー博士のラジオ・カーボンテストによ
り、検見川の古ハスの実は3,075±180年以前のも
のであることが確認された。1955年（昭和30年）
岡山市後楽園に二千年ハスが移植され、現在に
至っている。�
　大賀博士のその他の業績として布目文の研究や
妙蓮の研究がある。�
【参考文献】�
「理学博士大賀一郎科学論文選集」（ 遠喜人編
　採集と飼育の会　Ｓ54）　「吉備町誌」（Ｓ48）
「蓮ハ平和の象徴也 ―大賀一郎博士を偲ぶ―」
（大賀一郎博士追憶文集刊行会　Ｓ42）　「ハス
を語る」（大賀一郎著　忍書院　Ｓ29）　�
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●「官庁統計徹底活用ガイド　2002」�
　日本能率協会総合研究所 マーケティング・データ・バンク編�
〈（株）生活情報センター　2002.5.10発行〉�

　近頃はやりの情報公開。せっかくの権利なんだ
から是非とも有効活用してみたい！とは言うもの
の、至極平和に日々の生活を営んでいる一市井人
にとっては、何をどこから手をつければいいのや
ら…というのが実際のところかも。�
　そこで、そんな方におすすめしたいのがこの
『～活用ガイド』。例えば、巻末のキーワード索引
を見て「恋人」のページを開くと「出生動向基本
調査」の項目へと行きつき、「男女年齢７区分別、
結婚の最大の障害別、未婚者数」とか「男女年
齢７区分別、知り合いのきっかけ別、未婚者数」
などという統計表が示されている、という仕組み。

しかも、この「出生動向基本調査」結果からどの
ようなことが分析できるか（つまりこの調査をど
のように活用できるのか）ということについてＱ
＆Ａ方式のわかりやすい説明もついており、まさ
に至れり尽せり。�
　「Ｑ．出会いから結婚までの期間を知りたい」
とか「Ｑ．結婚相手の条件を知りたい」なんて疑
問にも応えられるらしい。�
  つまりこれは、調べたい事柄についてどんな統
計資料が適切かつ有効か、ということの案内をし

てくれる本、というわけで
ある。この本を見ていると、
今まで無味乾燥だった各種
統計が、実に興味深いイキ
モノのように思えてくるか
ら面白い。�
　さあ、今日からあなたも
イキイキ統計ライフを始め
てみませんか？�
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◇寂厳和上年譜　ご誕生三百年記念　寂厳和上年
譜刊行委員会編　宝島寺寂厳顕彰会発行　2002　
267㌻�
◇戦争の記憶　謎の3.6岡山空襲　日笠俊男著岡
山空襲資料センター発行　2002　64㌻�
◇備中領主戸川の時代　庭瀬・撫川・早島・帯江
・妹尾の歴史　戸川時代研究会編集委員会編　戸
川時代研究会発行　2002　156㌻�
◇新修倉敷市史　5　近代　上　倉敷市史研究会
編　山陽新聞社発行　2002　890，14㌻ �
◇岡山県水平社の成立について　白石正明著、　
発行　2002　１冊�
◇岡山の県民経済計算　平成12年度　岡山県企
画振興部統計管理課編、発行　2002　114㌻�
◇岡山県の気象と暦　2003年版　宇野港の潮
位・岡山の気象（新平年値掲載）　日本気象協会
中国支店編、発行　2002　34㌻�

◇味な店カタログ　2003　岡山の総合飲食情
報誌　アス発行　2002　263㌻ �
◇清水昭太作品集　清水昭太〔画〕　清水宏子発
行　2002　103㌻�
◇備前　窯別ガイド日本のやきもの　上西節雄文
　淡交社発行　2002　127㌻�
◇〔くらしき作陽大学・作陽短期大学〕自己点検
・評価報告書　2002　くらしき作陽大学・作
陽短期大学編、発行　2002　168㌻�
◇岡山県個人情報保護条例　岡山県総務部総務学
事課行政情報係編、発行　2002　１枚�
◇長船町立行幸小学校創立百周年記念誌　行幸小
学校創立100周年記念事業実行委員会編長船町立
行幸小学校発行　2002　124㌻�
◇新見市環境基本計画　新見市市民生活部市民生
活課企画・編集　新見市発行　2002　176㌻�
◇商工会の現状　平成14年度　岡山県商工会連
合会編、発行　2002　227㌻�
◇岡山県文化施設一覧　岡山県教育委員会編、発
行　2002　91㌻�

�
�
�

◇

　著者は、イギリスのベストセラー作
家、ジェフリー・アーチャー氏。彼は、

買春行為を報じた新聞を相手取った名誉毀損訴訟
で偽証したとして、４年の実刑判決を受け、現在
服役中である。彼が収監後３週間にわたってつ
づった獄中日記が、本書である。これによると、
厳重な刑務所への入所当日、ボディーチェックを
受けたり、自殺を警戒された様子などの獄中生活
が描かれている。また、運動場で休憩中、1963年
に起きた大列車強盗事件の犯人や、人気テレビ司
会者ジル・ダンドーさん殺害犯を目撃したエピ
ソードも登場している。これに対し刑務所当局は、
「著作は服役囚らのプライバシーを侵害し、内規
に抵触する疑いがある」と表明し、さらに「服役
囚の内部規定違反で刑期が延長される可能性もあ
る」とも言及している。話題騒然の獄中日記であ
るが、さらに２巻・３巻の出版が予定されている。  �
�

◇

　アメリカの大富豪・ロックフェラー
財団の総帥として金融界に君臨し、世

界の指導者にも強い影響力を与え、アメリカ大統
領を影で補佐してきたデイビッド・ロックフェ
ラー氏。彼が執筆したこの自伝は、20世紀のアメ
リカとアメリカの世界秩序への影響の歴史でもあ
る。幼少時代の思い出から、ハーバード大学、ロ
ンドン経済学校、シカゴ大学を経て博士号を取得

したこと、チェイス・マンハッタン銀行での活躍、
OPEC・ラテンアメリカとの取引などが詳細に述
べられている。彼がロックフェラーセンター、現
代美術博物館、ロックフェラー大学の振興に尽力
し、ウォール街と世界貿易センタービル周辺の再
開発に大きくかかわってきた事も明らかにしてい
る。エピローグで2001年９月11日に起こった同時
多発テロ事件について言及していることも興味深
い。�
�

◇

　本書は、中国の昔からの物語や伝説などを、主
として子ども向きにわかりやすく書き直した再話
である。十二支に出てくる動物がどのようにして、
選ばれたのか。十二支の順番は、いつどのように
決まったのか。ネコがなぜ十二支の動物に選ばれ
ていないのか。ネコはなぜネズミを見るたびに執
拗に追いかけるのか。この本を読めばこれらの疑
問が誰にでも簡単にわかることであろう。紙細工
の動物たちのイラストが美しい作品である。�
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塀の�
向こう側�



　一昨年の４月に玉島図書館
へ転勤になりました。玉島図
書館は30年以上も前、新卒で
就職した図書館です。その後、
水島図書館、児島図書館、倉
敷中央図書館と勤務し18年ぶ
りに玉島図書館へ帰ってきま
した。あの時とは、場所も建

物も違っていますが、なつかしいお顔とカウン
ター越しに再会がありました。「まあー、帰って
きたんじゃなぁ。ひとつも変わりゃせんが」と、
変わらない訳がないのに。「まあー○○さんこそ
お元気でしたか。お変わりないですね」と挨拶を
交わすこともたびたびありました。そんなふうに
お客さまが覚えてくださっていたことをとてもう
れしく感じました。�
　玉島図書館は岡山県下でも早い時期に開館した
図書館です。これには玉島文化クラブという地元
の方たちの多大なお力添えがあったようにお聞き
しています。その頃のメンバーのお一人で、柚木
久太画伯の日本画をはじめ、寄贈の書画が数多く
あります。�
　現在、郷土資料コーナーの壁面に寄贈の絵画を
展示しています。年配のお客さまがそれらを丁寧
にご覧になっているのをお見かけします。そうな
のです。玉島図書館は年配のお客さまの利用の多
い図書館なのです。それもおじいちゃん。�
　これまで水島、児島、中央と勤務してこれほど
おじいちゃんの存在を強く感じたことはありませ
んでした。図書館を身近に利用して戴いているの
ですから何も問題は無いはずなのですが、時々ご
注意に出向きます。話し声が大きいのです。和気
あいあいと、いいムードで世間話などされるので
すが、ついお年寄りは声が大きくなってくるのです。
この頃は私が近づいていくと苦笑いと共に一件落

着が多くなりました。ありがたいことです。�
　皆さんに喜んで戴きたいと、図書館では司書が
いろんな行事を工夫しています。先日も「指編み
でマフラーを編もう」という行事で講師をしました。
参加のおばあちゃまが「先生はどこから来られたん」
と聞かれましたので「玉島図書館の職員ですよ」
と言うと、「ほんなら何時でも判らんところは聞
けるなぁ」と喜んでおられました。ちょっと違う
なぁとは思いますが、喜んでくださっているのだ
から、まあいいかと納得しました。�
　いろんな出会いのある図書館ですが、保育園、
幼稚園の可愛い子供たちが毎月、図書館へ来てく
れます。司書がパネルシアター・紙芝居・絵本の
読み聞かせなど毎回、工夫して園児を楽しませて
います。私も初めに挨拶をさせて貰うのですが、
その時に簡単な手話を紹介しています。「おはよう」
「こんにちは」「自転車」「バス」などです。子供
たちが興味を持ちそうな言葉を選ぶのに苦労もす
るのですが、目を輝かせて一緒にやってくれるの
で責任重大です。そんな子供たちが卒園式で絵本
や紙芝居そして手話が楽しかったと発表してくれ
たことは感激でした。�
　原稿依頼をお引き受けしたことを後悔するばか
りです。拙い文を掲載していただくのは申し訳な
く思いますが、最後にこれだけ書かせてください。
最近お世話になった方々とのお別れがありました。
就職した時の上司の大熊次長さん、いつも笑顔を
絶やすことのなかった黒住館長さんです。このお
二人と同じ仕事をさせて戴く年になって、自分の
未熟さを痛感いたします。ですがもし、私に取り
柄があるとしたら、玉島図書館が大好きだと言う
ことだと思います。この気持ちを大切に頑張りた
いと思います。よろしくお願いいたします。�
　先輩方が築いてきた玉島図書館は来年55歳にな
ります。�

〈　5　〉�

18年ぶりの玉島図書館�
倉敷市立玉島図書館長　  滝 沢　真知子�

�

�
　外国の本にふれながら、国際理解を深めません

か？　英語でグリム童話を読んでみましょう。�

　歌やゲームを通して、英語に親しみましょう。�

・開催日時／平成15年４月26日（土）14：00～15：30�
・会　　場／岡山県総合文化センター第一会議室�

（岡山市天神町）�

・講　　師／シンディー・羽原氏（英会話講師）�
・内　　容／グリム童話の読み聞かせ・歌とゲーム�
・対　　象／幼稚園児・小学生とその保護者�

・問合せ先／岡山県総合文化センター 奉仕課�

　　　　　　国際資料係　 （086）224－1286�

・そ の 他／入場無料。事前申し込み不要。ただ
し、駐車場には限りがありますので、

公共の交通機関を利用してご来場く

ださい。�

～「世界お話の旅」グリム編 ～�

�

　岡山県総合文化センター図書館は、図書整理の

ために平成15年３月30日（日）～４月14日（月）まで

閉館します。大変ご迷惑をおかけします。�

＊＊＊お知らせ＊＊＊�



平成15年�

4・5月の催物案内�

▼ホール（固定席282席）�

期間�
（週）�

第　　１　　展　　示　　室�

大　　　　室� 小　　　　室�

第　　２　　展　　示　　室�

大　　　　室� 小　　　　室�

４/１�
�

４/６�
〜�

４/８�
�

４/13
〜�

４/15�
�

４/20
〜�

４/22�
�

４/27
〜�

４/29�
�

５/４�
〜�

５/６�
�

５/11
〜�

５/13�
�

５/18
〜�

５/20�
�

５/25
〜�

５/27�
�

６/１�
〜�

▼ギャラリー�

※ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です。�
※団体の都合により、展覧会名称・入場料等が変更されることもあります。�
※会員……文化センター友の会及び文化振興会会員�

４/６ �

�

４/20 �

�

５/８ �
�

５/10 �
�

５/11 �

５/17 �

５/24 �

５/25 

ピアノ発表会�

ピアノ発表会�

映画「プロミス」上映会�
�

平成15年度�

　岡山県青少年育成県民会議総会�

岡大フォーク就実おもちゃ箱�

　ジョイントライブ�

民謡和楽会発表会�

第38回 文化センター合唱団定期演奏会�

演劇発表会�

　「信長2003 ―本能寺に原爆を落とす日―」�

10：00～11：40�

14：00～�

11：00～�

14：00～�

13：30～�
�

13：00～�
�

10：30～�

18：30～20：00�

18：30～�

14：00～�

無　　料�

無　　料�

一般1,500円／学生1,200円�

�

無　　料�
�

未　　定�
�

無　　料�

無　　料�

前1,500円／当2,000円�

グループ m a r b l e �

塩塚 瑞枝・澤原 悦子�

岡 山 映 画 鑑 賞 会�
�

（社）岡山県青少年育成県民会議�
�

就実女子大学フォークソング部おも

ちゃ箱・岡山大学軽音FOLK部�

民 謡 和 楽 会�

岡山県総合文化センター�

秘 宝 館 昇 天 堂 一 座�

日（曜）� 催　　　　　　　　物� 時　　間� 料　　　　　金� 主　　催　　者�

 ◆ 催し物案内と文化センターニュースはホームページでもご覧になれます。（http://www.libnet.pref.okayama.jp）�
編集・発行　岡山県総合文化センター　岡山市天神町8－54　電話 086－224－1286　Fax 086－224－1208

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

�

※ホ－ルは、楽屋25�・舞台96.40�・客席196.98�・固定席282席です。 �
※使用希望者は、３ヶ月ごとの抽選会に出席してください。 �
※平成15年度のホール抽選会は、６/２（12～２月）・９/１（３月～改修のため閉館する日の前日まで）ですが、抽選済みの期間で空きがあれば随時
受け付けています。�
※使用目的は、ピアノ発表会・バンド演奏会・演劇公演等、営利目的以外の芸術文化関係の催しに限ります。�
※上記の催し物は、2月末現在申し込み済みのものです。 �
　主催団体の都合で、中止・変更等の場合もありますので、事前に御確認願います。 

第37回 大潮会岡山支部展・�
第11回 岡山支部小品展�
油絵、支部展30点、小品展28点�
〈大潮会岡山支部〉�
※入場無料�

第21回 豊玉会新作展�
木彫40点・木工40点・漆塗35点�

（体験コーナーあり）�
〈豊玉会〉�
※入場無料�

(あお)の会作品展�
日本画約60点�
〈 の会〉�
※入場無料�

第8回 写真家集団群青写真展�
写真70点�
〈写真家集団群青〉�
※300円、会員・65歳以上250円、
小学生以下 無料�

第21回 墨光会展�
書約50点�
〈墨光会〉�
※入場無料�

第39回 同好展�
油絵�
〈岡山県勤労者絵画同好会〉�
※入場無料�

第22回 日本画「叢（くさむら）の会」展�
日本画100点�
〈日本画「叢の会」〉�
※入場無料�

正筆会展（巡回展）�
書150点�
〈岡山正筆会〉�
※入場無料�

第35回 清流書道会展�
書約150点　　�
〈清流書道会〉　�
※入場無料�

第5回 龍翔会展�
書�
〈龍翔会〉�
※入場無料�

第40回 記念展 なぎさ会展�
書120点�
〈なぎさ会〉�
※入場無料�

第28回 白玲書道会展�
書100点�
〈白玲書道会〉�
※入場無料�

第18回 日本画春光会展�
日本画65点�
〈日本画春光会〉�
※入場無料�

第62回 創元展（巡回展）�
油彩100点・水彩画15点・版画5点�
〈（社）創元会〉�
※700円、学生・会員300円、団体（10名以上１人200円）、高齢者・身障者・中学生以下 無料（前売600円）�

第41回 岡山平和美術展�
油絵160点・日本画5点・水彩10点・版画2点 他�
〈岡山平和美術会〉�
※100円、高校生以下・高齢者・身障者 無料�

第32回 岡山光風会展�
洋画（油絵、アクリル画、水彩画を含む）約50点�
〈（社）光風会岡山支部〉�
※600円、学生500円、高校生以下・高齢者・会員 無料�

第4回 翠彩会水墨画展�
水墨画120点�
〈翠彩会〉�
※入場無料�

水彩連盟 岡山支部展�
水彩画約30点�
〈水彩連盟岡山支部〉�
※入場無料�

第39回 遊神書道会展�
書約120点�
〈遊神書道会〉�
※入場無料�

第57回 行動展（巡回展）�
油彩画約120点・彫刻5点�
〈中・四国行動美術協会〉�
※600円、高校生400円、中学生以下・70歳以上 無料�

岡山日展会秀作展�
日本画10点・洋画60点・彫刻5点・工芸美術5点・書90点�
〈岡山日展会〉�
※500円、中高生200円、小学生 無料（前売400円）�


